
～子どもたちの育ちと学びをつなぐ～

幼保小接続の推進について

令和７年度

しがの学びの保障・居場所の確保推進協議会

滋賀県幼児期教育センター
令和７年 12 月 24 日(水)



1.幼児期教育センターについて

■令和6年4月開設

●幼児教育の質の向上を図る

●幼保小接続のさらなる充実を目指す



２-1.不登校の状況

出典：「令和７年度幼児教育担当主事会」文部科学省 幼児教育課 資料



■小学校入学前後の子どもたちが感じやすい不安

・知らない場所（教室、校庭、トイレ）

・知らない人（先生、上級生）

・小学校での生活リズムやルールへの適応

（授業時間、給食、座席の決まり、チャイム）

・友だちができるかという社会的な不安

・学びに対する不安

（文字や数字がわからない、授業についていけるか）

2-2.不登校の状況



■ １年生はゼロからのスタートではない！
小学校に入学する児童は、幼稚園・保育所・認定こども園・家庭・地域などでの様々な
体験を通して学んできています。小学校教育を幼児教育からの延長と考え、つなぐこと
で、子どもたちの成長を伸ばしていきましょう。

小学校第１学年をゼロから
のスタートと考えると・・・

幼児教育と小学校教育の
円滑な接続が実現すると・・・

児童期

幼児期

小学校教育

幼児教育

円滑な接続

幼小の段差を滑らかに
した接続により、子ど
もたちの成長が伸びて
いるね。

3-1.幼児教育と小学校教育をつなぐ



文部科学省 幼児教育及び小学校教育関係者向けの参考資料
「幼児教育と小学校教育がつながるってどういうこと？」より抜粋

3-２.幼児教育と小学校教育をつなぐ

■幼児教育と小学校教育の特徴とは…



「架け橋期」の
教育・保育を
つなぐ

架け橋期

自分の好きなことや得意なことがわかっ
てくる中で、１年生以降の学びや生活へと
発展していく力を身に付ける時期。

３歳児 ４歳児 ５歳児 １年生 ２年生

それまでの経験を生かしながら新たな課
題を発見し、新しい方法を考えたり試した
りして実現しようとしていく時期。

５歳児から小学校第１学年の２年間は、生涯にわたる学びや生活の基盤をつく
るために重要な時期です。この時期を「架け橋期」と言います。
この「架け橋期」では、幼稚園、認定こども園、保育所、小学校と多様な施設

がそれぞれの役割を担っています。施設類型の違いを越えて連携することが大切
です。
そのために、５歳児から小学校第１学年の２年間を見通した「架け橋期のカリ

キュラム」を作成しましょう。

認定こども園

小学校

幼稚園

保育所等

■ 「架け橋期」の教育・保育をつなぐ

3-３.幼児教育と小学校教育をつなぐ



３歳児 ４歳児 ５歳児 １年生 ２年生

架け橋期

「スタートカリキュラム」

小学校へ入学した子どもが、幼稚園・保育所・認
定こども園などの遊びや生活を通した学びと育ち
を基盤として、主体的に自己を発揮し、新しい学
校生活を作り出していくためのカリキュラム。

「アプローチカリキュラム」

各幼児教育において、小学校の先取りの教育で
はなく、小学校以降の教育を見通しながら、そ
の基盤となる資質・能力を育成していくことを
踏まえて教育活動を実施するためのプログラム。

「架け橋期のカリキュラム」

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏ま
えて、園と小学校が共通の視点をもちながら、互
いの保育・教育内容や方法の充実を図るために協
働して策定するカリキュラム。

3-４.幼児教育と小学校教育をつなぐ

■「架け橋期」の教育・保育をつなぐカリキュラム



■幼保小接続のカギ：具体的な子どもの姿

3-５.幼児教育と小学校教育をつなぐ

★到達目標ではなく、方向目標であること
★1項目ずつ取り出して指導したり、評価したりするものではないこと
★すべての子どもに同じようにみられるものではないこと
★それぞれの時期にふさわしい遊びや生活を積み重ねることにより、見られる姿であること
「10の姿」を念頭に置いて、一人ひとりの発達に必要な体験が得られるような状況を作ったり、必要な援助を行ったりする
ことが大切です

「10の姿」についての考え方



身近な環境に主
体的に関わり
様々な活動を楽
しむ中で、
しなければなら
ないことを自覚
し、
自分の力で行う
ために考えたり、
工夫したりしな
がら、
諦めずにやり遂
げることで達成
感を味わい、自
信をもって行動
するようになる。

■「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

3-6.幼児教育と小学校教育をつなぐ



「実践記録」
園と小学校が共通の視点を理解したうえで、実践し、
子供の学びの姿を描き出す。

「共通シート」
三つの視点を園と小学校が協働で策定
①期待する子供像
②期待する子供像に関連がある
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

③期待する子供像に迫るために大切にしたいこと

園と小が協働で策定

共通シート

実践記録

子どもの学びの姿を描き出す

子どもの学びの姿を描き出す

■滋賀県版「架け橋期カリキュラムシート」

3-7.幼児教育と小学校教育をつなぐ



フェーズ１

42%

フェーズ２

27%

フェーズ３

13%

フェーズ４

18%

「令和６年度学びのアンケート」より

フェーズ１

48%

フェーズ２

23%

フェーズ３

11%

フェーズ４

18%

「令和５年度学びのアンケート」より

【令和５年度】 【令和６年度】

フェーズ 質 問 R5 R6

フェーズ１ 幼保小の接続の観点から、教育課程編成・指導計画作成を行っている 100％ 100％

フェーズ２ 園と合同で、「架け橋期カリキュラム」を検討・開発している 52％ 58％↑

フェーズ３ 園と検討・開発した「架け橋期カリキュラム」を実施し、検証を行っている 29％ 31％↑

フェーズ４ 作成した「架け橋期カリキュラム」について、園と毎年見直しを行っている 18％ 18％

■県内の幼保小接続に関する現状

3-8.幼児教育と小学校教育をつなぐ



出典：「令和７年度幼児教育担当主事会」文部科学省 幼児教育課 資料

■幼保小接続による成果

3-9.幼児教育と小学校教育をつなぐ



参考
資料

本日紹介した資料やデータは、滋賀県ホームページから
ダウンロードできます。

☜☜☜☜
幼保小接続に
関する県事業
「学びに向かう
力推進事業」の
取組について、
まとめています。

ご清聴ありがとうございました


